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　後 で 判明 し た こ と だ が 、 13H は 敵

が サ イ パ ン 上陸 を決行せ ん もの と、 数

十隻 の 軍艦を 近接さ せ て 猛攻撃を開始

して い た の で あ る か ら、「門司丸」 は

全 く悪 い 所に 引き返 して 来 た こ とに な る 。

　た ち ま ち敵艦に捕捉さ れ て雨 の よ う

な 砲弾 の 洗礼 を 受 け た o 午 前 3時 30

分 、 船内 に は身 を隠す場所 もな くな り、

生存者全員が 海中に 身を投 じた。

　「門司丸 」 は そ の 日の 午後 5 時 30 分

頃、満身創蕩 と な り 黒煙 を あ げ て海中

に 没 した。

米艦に救助さ れ ハ ワ イ へ

送 られた山口 さん

　Fば た び や 丸 」 で 母 を 失 っ た 山 凵 さ

ん は 、
こ の 時 3人 の 妹と共 に 「門司丸」

に 在 っ た 。 爆発音 が 断続す る う ち に 、

鼻を っ く 火薬の 臭い が流 れ 込 ん で くる 。

船内に は避難者の 4分 の 】も残 っ て い

な か っ t 。 彼女は 接部左舷 の 縄 の 垂れ

た避難台 に 走 る 。 機銃弾が す ぐ近 くで

炸裂す る 。

　 恐 怖 に お び え る妹 た ち を 叱 りっ け、

追 い立 て して い る と、「お嬢 ち ゃ ん 丿

と声 を か け て くれ た 人 が い る。若 い 軍

属 で、彼 は 3 人 の 妹 は あ と で 連 れ て 行

くか ら、 と りあ え ず
一人で海に飛び 込

み な さ い、と い う。

　 3 人の 妹 た ち は i孜 の 細長 い 板 き れ

に坐 ら さ れ、ど こ か らか 持 っ て 来 ら れ

た ゴ ザ を か ぶ せ ら れ る。火 の 粉 や 弾 の

破片を ふ せ い で くれ る の だ と思 っ た
。

しか し軍属の 心 は 4人 の 生命 を 見 殺 し

に す る よ り 、

…
人 の 若 い 命 を 救お う と

した の で あ る。

　 泳 ぎ の 出来な い 彼女 は、投げ込まれ

た 丸太 に や っ と辿 りっ き 、 女学校の 同

級生 が す ぐ近 くに い るの に気が っ き、

や が て 泳 い で 来 た 年上 の 女の 人 と 3入

で 、 2本 の 丸太を脇 に は さん で 漂流す

る。そ の 3 人を救助 した の は、ア メ 1｝

カ の 駆 逐 艦 だ っ た。

　 死 ん だ っ もりで 彼等の命令に従 っ て、

や が て ハ ワ イ の 収容所 で 手当を受け、

独り生 きた 淋 しさ を 味 わ う こ と に な る

が 、 サ イ パ ン 戦 の 終結 と共 に 、サ イ パ

ン 島 に 送還 され 、
オ レ ア イ の 収容所 で

多 くの 学友 と再会す る こ と に な る。
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今 もサ イパ ン に 沈む 「睦洋丸 」

　続 々 とサ イ パ ン 島か ら退避し．て 行く

僚 船 を 見 な が ら、や む な く残留 し哀れ

を と ど め た の は東洋汽船の 「睦洋丸」

（2，276 ト ン ） で あ る 。

　ノ仁船 tま日召1…019 年 4 月 25 日、　霍黄浜 を

出港 して サ イ パ ン 経由 5 月 8 日 に ヤ ッ

プ に 到着 、 復航 は 同 島 引揚邦人 約 60

名を乗 せ て 5 月 20 日 に 内地 に 向け出

帆 した。が 22 日午前 8 時頃、米潜 の

攻撃を受け 、 3発 目の 魚雷を船尾 の 舵

部 に 受 け推進器を破壊 、 「天龍 丸」 に

曳航 さ れ て 25 日 サ イ パ ン 島に 投錨 し

た 。 応急修理を な し内地向けの 曳航待

機中に サ イ パ ン 戦 に 巻き込 まれ る 。

　以
一
ド本船

一等 機関 Lに よ る遭難報告

書 に よ っ て、そ の 経過 を 辿 っ て み る。

　 6 月 11B 午前 ll時 3  分頃 ヨ リ米

軍艦載機群 ノ サ イ パ ン 島爆撃闘始 セ ラ

レ 当 ロ ハ 主 トシ テ 地 上 攻 撃 二 終始 セ ル

タ メ 本船 二 損害 ナ シ。

　 翌 12日 未 A ヨ リ米機 群 ノ 爆撃再 開

セ ラ レ 本船 ニ モ 数機 ノ 集中攻撃 ヲ 受 ク 。

午前 7 時右舷 二 至 近弾 ヲ受 ケ 右舷中央

部外板其他破損 シ 機関室 二 浸水 シ 始 ム 、

其際上甲板上 二 応戦中 ノ 数名 ハ 重軽傷

ス o

　午前 7時半 二 至 リ第 2 弾 ハ 船橋楼 二

命中シ 当時士官食堂 二 於 テ 負傷者手当

中 ノ
ー

等航海士谷 凵 久雄以
．．
ト本船乗組

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ￥ 　 ny

員 7 名及 ビ 海軍警戒隊［コロ 辺 兵曹外 2 、

3 名並 二 、ア ン ダ
ーブ リ ッ ヂ予備炭庫

付近 二 於 テ 作業中 ノ 機関長河 田虎雄以

下乗組員 5名戦死 ス （氏名別表の 通 リ）

同時 二 船橋楼付近 ヨ リ発火、 火勢ハ 猛

烈 ヲ 極 メ 船長 ハ 午前 8時頃全 員 退 船を

命 ズ。

　 船長以下乗組員 39名、警戒 隊員約

10名水中 二 飛込 ミ後本船 ヨ リ落下水

船 トナ
1ナタ ル 救命艇 二 全員収容、正午

頃付近 二 在 リ シ 発動機船 二 曳航サ レ テ

陸岸 に至 り全員上陸 ス 。 十数名 ノ 負傷

者
ハ 海軍病院 二 収容、船長以下数名 ハ

警 備 隊 二 入 隊 ヲ 申込 ミ タ ル モ 許 サ レ ザ

ル タ メ 再 ビ海軍病院＝ 至 rj 負傷者 ノ 看

護 二 当ル
。

　 当時病院 モ 危険 ナ ル タ メ 患者 ハ 次 々

卜病院 ノ 後 ニ ァ ル 山 中 二 移送 シ 6 月

15 目病錠 モ 焼失 シ タ ル タ メ 舵手 渡辺

義夫、同佐 藤勇、調理 手竹森正男 ／ 3

名 ハ 病院内防空壕 二 残シ 他 ノ 者ハ 山中

二 入 ル
。 右病院防空壕 二 収容 サ レ タ ル

3名 ハ 翌 16日直撃弾 ノ タ メ 戦死 ス 。

残存 ノ 者 ハ 山中 ノ病院ノ移動ト共 二 次々

ト移 動 シ 此間 機関員金井芳
・、同平野

信夫 、 同柾田 基次 ハ 戦死 ス 。

　 7 月 6 日 二 至 リ 戦況 激甚 ヲ極 メ オ 互

ヒ ノ連絡 モ 取 レ ズ 病院 ハ 止 ム ナ キ ニ 至

リ此頃 ヨ リ互 ヒ ニ 消息判明 セ ズ
。

　 7月 7 日及 ビ 8 日残存 ノ船長以下二

十数名 ハ 総攻撃 二 参加 シ 別表生存者 ノ

外殆 ド戦死 セ ル モ ノ ノ 如 シ
。

　別表生存 者 5 名 ハ 負傷 ノ タ メ 由中 二

於 テ行動 ノ 自由 ヲ 失 ヒ山中洞 ク ツ 内各

所 二 潜伏 シ ァ リタ ル モ 米軍 二 捕 ヘ ラ レ

病院二 収容 ヲ受 ケ 治漂 ノ後回復セ ル モ

ノ ナ リ。

　尚本船 ハ 全員退船後打続 ク 米軍 ノ 猛

撃 ニ ヨ 「丿遂 二 沈没 セ ル モ ノ ト見 工 爾後

船影 ヲ 見 ズ 。

　「睦洋丸 1は 今 もサ イ パ ン 港 区 に そ

の 残骸 を 残 し、水中 N 望船の 格好 の 観

光 ポ イ ン ト に な っ て い る 。

　「門司丸 」 同様、機関故障 の た め サ

イ パ ン 島 に 引き返 し、以 後 の 空襲で 沈

没 した と さ れ る 「富国丸」 （2，851 ト

ン ） に つ い て は詳細 は 不明で あ る 。

　 6 月 20 日 、 サ イ パ ン 沖海戦 の 補給

船 と して 出撃した国洋汽船の 「清洋丸」

（10，536 ト ン） と、浅野物産 の 「玄洋

丸」 （10、018F ン ） の 両船 は 艦載機 の

猛攻を受け、い ずれも航行不能 と な り、

味方駆逐 艦 の 砲撃処分を受 け 沈没 した。

　 ロ タ の テ ル ノ ン 付近 で 、 ダ イ ブ ・ス

ポ ッ ト とな っ て い る 「松運丸」 も、サ

イ パ ン 戦の 初 ma　6 月 ユ2　H に ロ タ 島 の

近 くで 空襲 を受け船体 が 破損 し、 テ ル

ノ ン 沖 に 避 泊修理 中 に、24 日攻撃 さ

れ 魚雷 2発 を受け て 沈没 した
。

　 グア ム 島の タロ ホ ホ湾で修理中で あ っ

た 「日裕丸 j （6，817 ト ン ） が、 7 月

13 日 に 同泊地 で 空爆を受 け沈没 した

の を最後 として 、こ の 地域 に 於 ける戦

没船 は、マ リア ナ 地区 の 戦闘終結 と 相

俟 っ て 、ほ と ん ど そ の 数を増や す こ と

は な か っ た 。
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と こ ろ で した．

　 沈没地点か ら木片 な どが 浮 き Lが っ

て くる 中に 、水浸 しの ラ イフ ボ ー
トを

見つ けて仲間と乗り込み 、 水をかき出

しほ 一
・ と

一
息っ きま した，．そ こ へ 私 の

長女と同 じ 5 歳 く らい の 女 の 子が 木片

に つ か ま っ て 流 され て 来ま した の で 動

け上げ、無事 だ った 丁 ト ン の 戦時標準

型 の 貨物船 に 乗り移 りま した 。

　 女 の 子 の 名前 は 胸 に 付 い て い た 名 杜

で F大木綾子 」 と分か りま した 。 父親

は南洋興発 の テ ニ ア ン 製糖所 に 勤務の

た め 残 り 、 母 と姉 が 「白山丸」 に乗鉛

して い ました が、二 人 と も死亡 した こ

とが 後 で 分か り ました 。 6 月8H 、私

た ち は 横浜港 に上 陸、母 と姉を失 っ た

大木綾子 さん は孤児とな り、横浜市の

疆児院 に 引 き取 られ ま した。

　 私 も今年 79歳。 子供た ち も成長 し、

孫 た ち に も開 まれ平和な生活を送 れ る

よ う に な っ た今、 折 に ふ れ て 思 い 出さ

れ る の は 、 両親 を 失 っ て 磯児院に 入れ

られ た大木綾子 さ ん の 消息 で す 。 最近

は特 に 老齢の せ い か 、 生 前 に こ の 了に

　
・
目で も会 い た い との 気持 ち が 募 る

一

方 で す。

　厂自山丸」沈没後、救助 さ れ た 貨物

船の 甲板で 、上 陸まで の 数 日間、日 に

何 回 と な く繰り返 され る対潜警報 に お

び え て 私 に しが み っ い て い た綾子 さ ん。

毎 日 が お むす び 1個 、 み そ 汁 1杯、タ

ク ア ノ 3切れ 、 あ と は お茶 だ けの 二三度

の 食事で 、 私の 食べ る分も分け 与え、

ど う して も助 け て や らね ば と、 わ が 子

同様 に 生死を共 に した あ の 子 は 今、ど

こ で どうして い るか と の 思 い が 頭 か ら

離れ ま せ ん 。

　横浜 の 孤児院 に 引き取 られ た綾了 さ

ん は 、 現在生存 して い れ は 肢 護 で す。

ど うか 入 木綾 チさん を探して
．
トさい。

　幸 い 「昭 和 36年南洋群島引揚者名

簿 、 南洋群島戦没者名簿」 に 、 大木綾

子 さん の 本籍地を発見 し、それ が き t，

か け で 、現住所を確認す る こ と が で き、

孤児院入 り とは か り思 っ て い た の は 間

違 い で 、迎 え に 出て い た 叔母 さ ん に 引

き取られ て 成人 し、福 島県白河市立 の

中学校の 先生 に な り現在 に 至 っ て い る

こ と を知 り、涙の ご対面 と い う ハ
ッ ピー

エ ン ドを結 ぶ こ とが出来た。

　こ の 記 事 を読 ん だ 浅沼幸市氏か らも、

綾子さん に まつ わ る次の よ うなエ ピ ソ
ー

ドが 寄せ ら れ た 。

　木村 さ ん と大木 さ ん の 再 会記 事、本

当 に うれ し く読 ませ て 頂きました 。 私

も …自山丸」 で遭難した ．
人 で す 。 大

木さん に っ い て 私も多少思 い 出が あ り

ま す。

　引揚証 明書を冉交付す る た め 大木 さ

ん に 「お 名前は 何 て い う の 」 と尋ね る

と、「あや ち p ん」 と自分の 名前を ち ゃ

ん を付け て 言 うの で、私 は思 わ ず笑 い

な が ら 臼可あや ち ゃ ん って い うの 」 と

尋ね る と、また 「あ や ち ゃ ん ゴ と答え

るの で す 。 そ の 言 い 方が何と も可愛 く

元 気で 、 数 日前 に あん な 恐 ろ しい 目に

遭 っ た と は感 じられま せ ん で した c こ

の 子 は 何 も知 らず に い るの かとふ び ん

に 患 い なが ら、 ふ と胸を見 る と名札が

つ い て い て 、 や っ と名前が 分か り ま し

た
。

防衛部隊輸送船が

次々 と敵 潜の 被害 に

　 昭 和 19年 の 6 月 に 入 る と、 こ れ ら

引揚船 の 他 に 、サ イ パ ン 防衛部 隊を輸

送中の 船団か、次 々 と敵潜の 餌食 とな っ

て 、サ イ パ ン 戦を は さ ん で 25隻 も の

沈没船を数 え る こ と に な る o

　中で も第 3530船団として 南下中だ っ

た 第 43師団 （通称 ・誉） 第 2次輸送

部隊の 歩兵第 ll8 連隊 の 主 力を乗 せ た

「勝川丸」、「高鰐丸一…、「た ま ひ め 丸一1、

「は あぶ る丸」、 「鹿島山丸 」 は 、 6 月

4 日 か ら 6 円 に か け て 相次 い で 撃沈 さ

れ
、

サ イ パ ン 防衛 に大 き な 支障をもた

ら した 。

　次 い で 6月 11日未 明、敵機勤部隊

接近 の 報に 、 急 ぎ在港船 の 集団退避 が
一
ド令 され 、 「ば た び や 丸一i ほ か 大 小 30

余 の 船 団が サ イ パ ン 港を 離 れ た 。 こ の

中に 最後の 引揚邦人 が乗船 L た 船が い

た こ とが、退 避 船 団の 悲劇を大きくした。

　山 口 房技さ ん （南洋群島協会員） は、
こ の 死 の 航海の 体験者 で あ る 。 父 の 説

得 に よ うや く重 い 腰を あ げ た 身重 の 母

と 3人 の 妹 と　
・
緒 に、　】0 日 に 「ぱ た

び や 丸」 に乗船す る と、す ぐに 緊急退

避 の船団 に の み 込 ま れ て しま っ た 。

　本船 は 12 日 の 午 後 3　ag　40 分頃、 サ

イ パ ン 北西 3iOキ ロ 付近 に お い て、 2

個編隊 36機 の 艦載機 の 猛攻 を 受 け、

i番 お よ び 6 番蹌に 被宙、浸水 に よ り

膾 時 30分船 尾 よ り沈没 した と 記 録に

あ るが 、便 乗者 140名中 の 18名 が 犠

牲 に な「て い る 。

　近 くに 僚船 「門司丸」 が い た の で、

こ れ に 救助され た が、単船北上 が難し

い と判断した 「門司丸」 の 船長が 、サ

イ パ ン に 向 け反 転 した の が 次 の 悲劇を

招 く結果とな っ た ： B 本郵船 の 「日本

郵船戦時船史』 に よ っ て 、そ の 行動 を

再現 す る 。

　 果 た せ る か な、船団 は 翌 12 日午前

9時半 ご ろ か ら猛烈 な 敵 の 空襲に遭 い、
た ち まち支離滅裂 の 状態 に 陥 っ た 。 逃

げ惑 う各船 は、「ば た び あ 丸」、「天竜

川丸玉 「竜田川丸 i、 「国光丸」、「射水

丸」、「神島丸」、厂浜江 丸」 な ど、次 々

とそ の 好餌と な っ て 撃沈 され た 。

　
厂
門司丸」 も毅体 に 無数 の 敵弾を 受

け無線機を 破壊 さ れ た が 、 幸 い に まだ

航行 に 支障 は な か っ た の で 、 近 くで沈

役 し た 「ば た びあ丸」 の 救助 に 当 た り 、

便乗 して い た婦 女 子 や乗組員 た ち を 3

隻 の ボ ートに収容 して い た が 、 空襲は

止む とも見え な い の で 救助作業 を 中止

し、護 衛艦か ら も離 れ て 現場か ら
一

時

退避 した 。

　しか し、逃れ て み た もの の 単独の 航

海が 出来る わ け で もな く、午後 11時

半頃、明 石船長 は再び サ イパ ン に 引 き

返す 事 を 決心 した。舶首を返 して か ら

も敵機は 去 らず、13 日 に は 午 前、午

後の 2 回 に わた る猛攻撃を うけ た。だ

が 運 よ く、沈没す る程 の こ ともな くか

ろ うじて続航 した 。

　そ して 14日 頃午前 2 時 ご ろ、サ イ

パ ン 島が 見え る所 ま で 引き返 して来 た

が 、 同島 は、夜 目に も明 る く艦砲射撃

を 受 け て い る最 中 で あ る こ とが 遠望 さ

れ た
。 と い っ て 今更、独航 不能の 「門

司丸」 が ど こ に 退避す る こ と が で きよ

う。無 線機 は壊 れ、操舵も意 の ご と く

な ら な い 状態で は、危険 を 承知 しなが

ら も、そ こ に 居 る よ り仕 方 な か っ た
。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　爆宙 の 爆発 で 内臓を ズ タ ズ タ に さ れ

て い るが 、 顔は 無傷 で あど け な い 18、

9の 少年兵た ちが Fお母さ ん 、 お母 さ

ん 」 と泣 き叫ん で苦しむ さ まは 見 て い

られ な か っ た 。 召集さ れ ナこば か り で、

グ ア ム の 現地教育 を 受 け る は ず だ っ た

少年た ちで あ っ た 。

　機関庫員も島の 人 々 とともに 動員 さ

れ臨時 の 衛生兵 とな っ た 。

　 あ る若 い 軍医が、自分 の 傷つ い た腹

を 見 な が ら 、 「サ イ パ ン だ っ た ら手術

で き るが、飛行磯 は な い の か 」 と 機関

手 た ちに 聞い て い たが 、ど うに もな ら

な い
。

サ イ パ ン か ら練習機 の 赤 ト ン ボ

が 飛 ん で きて 落下傘で 医薬晶を投 トし

た が、と て も間 に あわ ぬ 負傷者 で 、ほ

と ん どが 海中 で 爆発 した爆雷 が 原因 で

手がつ け られ な か っ た 。

　 若 い 軍 医 は、あ と で サ イ パ ン に 送 ら

れ た が 、 や は り駄目だ ワ た そ うだ。ロ

タ 島が 最初 に み た 悲劇だ っ た 。

「新夕張 丸」 サ イパ ン沖 に 没す

　次 い で 9 月 に は 日本郵船 の 定航船

「泰安丸」 が、サ イパ ン 島 を 目前 に し

て 雷撃さ れ た 。 こ の こ と は 本誌第 61

号 に ホ ワ キ ン ・サ ブ ラ ン 氏 の 体験談 と

して 紹介し た 。
サ イ パ ン 在住 の 人達 は、

こ こ で も戦争 の 現実 を 目の 辺 りに して

ヒ シ ヒ シ と迫 り くる危機 を 感 ぜ ず に は

い られ な か っ た。 18年 に お け る マ IJ

ア ナ海域 で の 戦没船 は 19隻に 達 した c

　年が あ け る と ⊥9 年 2 月末 の 博丸を

は じめ、2 月 ド旬 に は 6 隻 もの 貨物船

が テ ＝ ア ン を 中心 と した 海域 で 沈没 し

た。 こ の 集中的 な 被害 は、 2 月 23、

24 日の 両 日、 マ リ ア ナ 諸島 を 攻撃 し

た機動部隊艦載機 に よ る もの で あ る。

　 中 で も サ イ パ ン 西 方海 域 に 沈 ん だ

「新夕張丸」 の 運命は 、 戦争 の 苛酷さ

を如実 に 物語 っ て い る。以下本船 の 操

舵手 と して 新タ張丸 に 乗船 して い た、

黒川明氏 （南洋群島臨会員） の 体験を

追 っ て み る こ とに す る。

　本船 は 昭和 18年 8 月 卜旬 ト ラ ッ ク

環礁 の 夏島に 入港し、サ イパ ン ま で 便

乗する多数 の 民 間人 を 乗 せ て 、25 目

夕刻、 2 隻 の 僚船 と 2 隻 の 護衛艦 で 船

太平洋学会誌 　1994年 10月 第 63／64号 （第 17巻第 2／ 3号）

団を組 み、サ イ パ ン へ 向け出帆 した 。

　 しか し、 玉9時頃 、 突然、大 き な 衝

撃 と穴 音響 に 夢を破 られ た 黒剰氏 は、

あ わ て て 船橋 に か け上 が る 。 そ して そ

こ か ら 2番船倉 の 破孔を見る 。 150人

ほ ど が そ こ に い た と思 わ れ るが、何人

の 犠牲者 が 出て い るか 全 くわ か らな い
。

火災が発生 し、消火 に 当 た る 人達が死

体を乗 b こ え て ホ ース を引 い て 行 く。

　幸 い こ の 時 は 、 2番艙の船底に直径

5 、6 米 の 大穴 を 開 け た ま ま、艙内に

漂 う 死体 を 見な が ら航海 を続 け、サ イ

パ ン 港に 辿 りっ く こ とに な る。

　船底 を破 られ た 本船 は、そ こ で 修理

待ち と な るが、19年の 2 月 22 日 、 突

然、敵機動部隊接近 の 報 を 受 け、在港

船が集団で 港 か ら避難す る こ と と な っ

た 。 しか し 、 本船は満足 な ス ピ ードを

出す こ と が で きな い
。 漸 く 20 時 ス タ

ン バ イ がかかり、港外 へ 退避する。 退

避 とい っ て も沖 へ 出 る とエ ン ジ ン を止

め、漂 流 して い る と い っ た状態で あ る。

　 翌 23 日 2時半近 く、
i魚雷 だ i」 と

い う声 で 仮眠を 破 ら れ、退避す る間も

な く爆発音の 中か ら立 ち上 が り、ボ ー

トデ ソ キ に 出て み る が ボ
ー

ト は無 く、

や が て 右 に 傾 い た 本船 か ら振 り 落 と さ

れ る 様 に 海中 の 人 と な る 。 や が て 仲 間

の ボ ー
トに 拾 わ れ て 漂流 を始め る。

　水の 入 っ た ボ
ー

トで は全員 （33 名）

が腰か け る こ とが 出来ず、半数ずっ 交

替で 海に 入 り 、 敵機の 機銃を避け た り、

本船 が ト ド メ の 魚雷を 受 けて 沈没 す る

様を目撃 し、そ の 後飲まず食わず の 漂

流を続 け る こ と に な る。

　 そ して 11 日 目 の 朝、 1隻 の 潜水 艦

を発見、恐 る恐 る近づ い て み て 友軍 と

わ か り狂喜 す る 。 が 、 全 員 精 力 体力使

い 果 し、助け られ た全員 が声 を 出 して

泣き伏 し て し ま っ た と 述懐して い る 。

悲 劇 の 引 揚 船

　昭和 ／9矩 3月 に 入る と悲劇 の 引揚

船 「あめ りか 丸j の 記録 が あ る 。 本船

は 1 日前 に 出航 した 「さ ん とす丸一i を

追 っ て 、 3 月 4 日午 前 7 時 に サ イ パ ン

港を出港 して い る。

　サ イ パ ン
、 テ ニ ァ ン

、
ロ タか らの 引

揚婦女子 翰 7名 そ の 他便乗者 17名 、

警戒隊 10名、 乗組員 上18 名を乗ぜ、

6 日午前 5 時 21 分、 ウ ラ カ ス 島北方

270浬沖合に さ しか か っ た 時、左舷 中

央部 と第 4 番艙に 2発の 魚雷を受け、

あ っ と い う 間 に 沈没した
。 公式 な 沈没

時間 は 5時 24分 と さ れ て い る 。

　護衛艦 の 必 死 の 救 出作業 も む な し く、

引揚婦女子の 中、 救け られた の は

　二 見知治 （13歳）金造長男

　　神奈 lll県足柄下郡前羽村前川 650

　西　淑子 （12 巌）賢　二 女

　　大 分 県 大 野郡 縮方村鮒川 95Z7

　本坊　　進　@（12 歳）　東一二

　　鹿児島県川辺郡加世田町

貫 の 3 児 の み であ

た。 　警 戒隊員に 4 名 、船 員 に 8

ｼ の 戦 死 者

出 し た 。 　この 年 の 5 月までに 、

急 輸送 に従 事し た 20 隻 の 船 舶 が

没し て い る 。 6 月 に入 っ てサ イパ

戦 が始 ま る直前 に 8 隻 の沈 没船 を見

が、こ の中 には 、 「あめりか 丸 」

様 、 引
揚婦女子 をの せた、 「 千 代丸i（ 4

700 トン）、「白 山 丸 」（ 1   ， 38

g ン ） の 悲 劇 を 見ること が できる

特に 「 白由 丸 」には11 歳 未 満 の

供 が190 名 乗 船し て いた 。 　 lR

丸」の遭難に は後日 談がある 。 『 南

群島協会報 』198 号に 、会 員の

村 忠 男 氏 が 、 自 山 丸 で遭 難した・人

女の子にっいて以

の 記 事 を 寄 せ た。

u 白 山 丸」遙 難 の あや ち ゃ ん の そ

後 　 私 は 南洋 庁 の技手と し てサイ

ン に 勤 務して いま した。 内 地 勤 務 の

令を 受 け、昭 和 19 年 5 月31 日

Tイパン 出港 の（ 注・ 最 後 で はな

）引揚 船、 「自山 丸」に 乗船 しま

た。 私 の 当 時 5 歳 の 長 女 を 含む家族

、 こ れ 以前に i サ ントス丸」で サ

パンか

弓 i き 揚 げ て いま したので 、 私は

身乗麟しま した。 　6 月4 日

前 4時 、 敵潜 水 艦 の 魚 雷 を 船 首 に

け「 白 山丸
」 は沈 没 、私た ち は幸

後 部 デッキにい た ので海 に
飛 び 込

、 一 刻 も 早 く「 白山 丸 」から 逃

ようと夢 中で 泳ぎ、 百メート ル ぐら

離れ後
ろ
を振 り 返 る と 、 ち ょう ど 「 自 山 丸 iが船首 か ら 逆さ ま
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ミ ク ロ ネ シ ア

内南洋に おけ る

戦没商船 の 記録 〈1＞
マ リ ア ナ海域

上 　澤　祥　昭 （財）南洋群島協会評議員

は じ め に

　 昨年 （1993）秋、太平洋学会 の 中島

専務 理 事 か ら、 サ イ パ ン で 平 和 回 復

50 周年を 記念 して 、 　囎 AIPA 聾 IN

FLAMES ”
な る本 （以下、　 SIFと 略

す） が 出版 さ れ、そ の 本 の 16 ペ ージ

に、米車 に よ っ て撃沈 さ れ た R 本商船

の 記録が あ る の だが、そ の 内容が少々

不正確で あ るよ うに思 え るの で 、 チ ＝ッ

ク して くれ な いか 、 とい う依頼が あ っ た 。

　私は か っ て 船会社 に 勤務 して い た こ

と、父が 昭和 19年 9 月 に バ ン ー海峡

で 海役 して い る こ とか ら、 戦時中の 日

本商船 の 戦 没 の 記 録 を 追 っ て い た 。 そ

れ を知 っ て い る 中島専務理 事か らの 依

頼で あ っ た。・

　な る ほ ど 資料 を チ ニ ッ ク して み る と
、

SIF で は 戦後 の 昭和 20 年 9 月 に サ イ

パ ン 近海で 沈没 して い る と され て い る

Kofuku　Maru （3209　t ） は 「康福

丸」（3，209屯） と考 え られ 、同船 は、

日本側 の 資料 に よ る と、昭和 18 年 の

9月 に 佐渡付近 で衝突 に よ り沈没 して

い る等 の 相違点 が み っ か っ た っ

　 ま た
、 SIF で は 、 総 ト ン 数 19 ト ン

か ら 1万 トン 以 上 の 船 ま で 2L7隻、雑

然と記録 さ れ て い る が、徴用機船 とい

われ た小型漁踏等 の 記録 は 、 仲々 そ の

実態が 把握 で きな い の が 現状で あ る 。

私 の 調 査 は 総 ト ン 数 100 ト ン 以 上 の 船

に 限 ら れ て い るの で 、や は り
一

定の 線

を ひ い て 、そ の 代 り克明 な 調査 が 必要

で は な か ろ うか と思 わ れ るe

　そ して、こ の こ とか ら太平洋戦争中

の ミク ロ ネ シ ア 海域に お け る戦没商船

を、 こ の 辺 で一
つ の記録に まと め て お

く仕事 に 気付 い て 、そ の 作業 に と りか

か り、まとま っ た もの か ら逐次本誌に

発表 しよ う と考 え るに 至 っ た。

　 ミ ク ロ ネ シ ア 海域を、旧 H 本 の 委任

統治領よ り少 し広 く、 即 ち赤道 より

21度 ま で と東経 130 度 よ り 174 度 の

線 で 区 切 り、マ ：）ア ナ海域、パ
ラ オ ・

ヤ ッ プ海域、 ト ラ ッ ク ・ポ ナ ベ 海域 ・

マ ーシ ャ ル 海 域 の 4 区 分 と L、夫 々 の

沈船を追跡す る こ と とす る 。

　本 号で 採 り上 げた マ U ア ナ海域 は、

ゴヒ緯 11度 か ら 21度、東経 130度力」 ら

148度 とした。また、「ア メ リカ丸一i、

「白山丸」 な ど は、多少 こ の 海域 を は

み出す の で あ るが 、
サ イパ ン よ りの 緊

急引揚船 と して 、そ の 悲劇的 な未路を

考慮 して 加 え て み る こ と し た。

　各船 の 沈没地点 は、船舶運営会記録 、

各船 よ りの 避難報告書、乗船 々 砲隊 の

戦齷記録な ど に 拠 っ た が 、 そ れ ぞ れ に

多少の 相違点が あ る 。 ま た 、 被弾状況

に よ っ て 、雷撃 を 受けた 地点 が ら惰航

して 別地点 に お い て 全没 した と い う例

も多 い の で 、正確に は実際と相違す る

場合 もあ るが 、一一
応 の 目安 と して 公 的

に使わ れ て い る位置 を記録 した 。

マ リア ナ 海域の 戦没 船 は

「松安丸」 に始 まる

　 マ リ ア ナ海域 で の 戦没船 は、昭和

j8年 1月 14 日 の 「松安丸 」 に 始 ま る 。

ミ ッ ドウ ェ イ 海戦 の 敗北、 ガ ダル カ ナ

ル からの 撤退 によ っ て 完全に 守勢に 立 っ

た B本 の 駈衛圏 に 対 し、本絡的な連合

軍 の 反撃 が始まろ うとして い る頃で あ る 。

　 2 月か ら 4 月 に か け て、マ リア ナ 諸

島付近 、 サ イ パ ン 東方海域 に お い て 、

2隻 の 大型漁船と 2 隻 の 中型貨物船 が

潜水艦 に よ る攻撃 で 沈没 して い る

　 同年 5月か ら 7 月に かけて は、8．366

ト ン の 「畿内丸．i をは じめ 5隻 の 貨物

船 が 沈 め られ て い る が 、 中で も 6 月

28日 ロ タ島 ハ ル ノ ム 岬 の 眼前 で
．・
瞬

の う ち に 爆 沈 し た 「照徳丸」 は 、そ れ

ま で 戦場を意識 しな か っ た 島の 人 々 を 、

に わ か に 緊張させ る 出来事だ っ た 。 沖

縄 ロ タ会編 の 「創立 10周年記念 」 号

に は、次の よ うに そ の 日の 目撃談が 載

せ られて い る。

　昭称 18年 6 月 28 日 ひ る 12時 6分、

ロ タ 島北西の 水平線上で 、グ ア ム 島 に

向う輪送船 の 「照徳丸」 が潜水艦の攻

撃 で 轟沈 した 現場を、 徳森さ ん た ち は

目撃 した 。 船 が い くそ、と見て い た ら、

ぼ っ と 白煙 が 上 が り、 あ っ と い う間 に

沈 ん で 姿を消し、同時に 爆音が 起 きた。

ほ ん の
一

瞬の こ とだ っ た。

　積ん で い た爆雷が海中で爆発 し被害

を大 き く した。数 百名 の 「照 徳丸 　　： の

乗船者の う ち 、 半数以上 が 海没 した。

助け られ た 人 た ちの 叫 び 声、泣 き声 で 、

そ れ か らの ロ タ は 地獄 とな っ た 。
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